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4 種類の軟らかさの無香料の無味ガム 1.0g（以下Extremely soft、Super soft、Soft、Moderate）
を用いて実験を行った。被験者に心電計を装着し、Extremely soft は舌ですり潰す運動を、それ
以外についてはチューイングをそれぞれ 5 分間行わせた。心電図のスペクトル分析により交感神
経の指標である LF および LF/HF、副交感神経の指標である HF および CVRR、自律神経活動全
体の指標であるTotal power を算出し、評価を行った。被験者は、70 歳以上の高齢者 20 名（男性
8 名、女性 12 名、平均年齢 81±6 歳）とし、高齢者の安静時の自律神経活動の評価のために若年
者 20 名（男性 10 名、女性 10 名、平均年齢 25±4 歳）の安静時の自律神経活動の計測を行い、
比較検討を行った。統計解析は、高齢者における安静時および各運動時の比較には Friedman 検
定と Wilcoxon の符号付順位検定を、若年者と高齢者の安静時の比較には Wilcoxon の順位和検定
を行った。有意水準は 0.05 とし、多重比較では、Bonferroni 補正を行った。尚、本研究は東京歯
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 結果の要旨       
 















で、70～79 歳という基準のものがあるためそれを参考に本研究では 70 歳以上を対象とした、④舌でのす
り潰し時のフィードバック機構には、口腔粘膜の圧受容体以外に舌の筋紡錘からの入力が考えられる、⑤
高齢者の各運動時の自律神経活動は、若年者の安静時と同程度まで増加したと考えられることなどが説明
された。 
また、その他の質問に対しても妥当な回答が得られた。さらに、タイトル、方法、結果および考察中の
専門用語や文章表現、図表の最適化に関して指摘があり、訂正が行われた。 
その結果、本研究で得られた知見は歯学の発展に寄与するところ大であり、学位授与に値するものと判
定された。 
 
